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6月の行事予定

 6月15日 工業部視察研修

原支所
 6月  2日 夏まつり第１回全体会議

戸田支所
 ６月1０日 女性部総会・視察研修
 ６月1４日 戸田支部総会

　
先
月
十
五
日
、
原
・
浮
島
地
区

の
連
合
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
委
員
会
、
商
工
会
の
役
員
に

よ
る
夏
ま
つ
り
の
会
議
が
開
催
さ

れ
、
今
年
の
「
第
三
十
六
回
原
・

浮
島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
を
八

月
三
日
（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
六
月

二
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
第
一

回
全
体
会
議
に
向
け
て
、
開
催
内

容
等
を
詰
め
て
い
く
予
定
で
す
。

新
し
い
企
画
も
計
画
さ
れ
て
い
る

の
で
、
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　
戸
田
地
区
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

『
戸
田
港
ま
つ
り
』
が
七
月
二
十

日
（
土
）
に
開
催
決
定
！

　
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
ロ
ー
ド
の
パ
レ

ー
ド
、
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号

の
乗
組
員
の
墓
の
あ
る
宝
泉
寺
で

の
供
養
祭
、
海
上
ダ
ン
ボ
ー
ル
レ

ー
ス
や
郷
土
芸
能
の
ス
テ
ー
ジ
な

ど
、
今
年
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
企

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
海
上
か
ら
打
上
げ
ら
れ
る
花

火
。
花
火
は
無
料
納
涼
船
か
ら
観

覧
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
！

　
協
会
け
ん
ぽ
（
＝
全
国
健
康
保

険
協
会
）
で
は
、
加
入
者
の
健
康

保
持
増
進
の
た
め
に
、
年
度
内
一

回
に
限
り
、
健
康
診
断
【
被
保
険

者
（
ご
本
人
）
に
は
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
、
被
扶
養
者
（
ご
家

族
）
に
は
特
定
健
康
診
査
】
の
費

用
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
、

有
期
労
働
契
約
者
が
五
年
を
超
え

た
場
合
、
無
期
労
働
契
約
へ
転
換

し
ま
す
。
こ
の
「
無
期
労
働
契
約

へ
の
転
換
」
に
係
る
規
定
を
含
め

た
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
が
、
静

岡
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
事
業
所
の
実

情
に
応
じ
た
就
業
規
則
を
作
成
、

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

静
岡
労
働
基
準
部
監
督
課

　
六
月
二
日
（
日
）
に
海
上
山
長

興
寺
で
こ
ん
ぴ
ら
祭
・
赤
ち
ゃ
ん

泣
き
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

泣
き
相
撲
は
金
毘
羅
大
権
現
に
赤

ち
ゃ
ん
の
元
気
な
声
を
聞
い
て
頂

き
、
健
康
・
無
病
を
願
う
行
事
で

す
。
ま
た
、
こ
ん
ぴ
ら
バ
ザ
ー
ル

も
同
時
開
催
し
、
今
年
は
四
月
七

日
に
延
期
と
な
っ
た
稚
児
行
列
も

同
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

中
尾
ち
ゑ
こ

幕
末
日
ロ
交
流
物
語

　
一
昨
年
、
初
め
て
戸
田
を
訪
れ

る
機
会
に
巡
り
合
い
ま
し
た
。

静
岡
県
の
浜
北
出
身
、
東
京
に
就

職
し
、
ロ
シ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ

っ
て
二
十
数
年
。
子
供
の
頃
、
戸

田
と
ロ
シ
ア
の
係
り
を
両
親
か
ら

聞
い
た
覚
え
は
あ
り
ま
し
た
が
、

特
に
関
心
を
抱
く
こ
と
な
く
時
が

過
ぎ
ま
し
た
。

蝉
時
雨
の
宝
泉
寺
で
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
が
使
用
し
た
机
や
椅
子
に
触
れ
、

造
船
郷
土
資
料
博
物
館
で
ロ
シ
ア

水
兵
た
ち
の
遺
品
を
目
に
し
、
洋

船
建
造
の
場
を
案
内
し
て
い
た
だ

く
う
ち
に
、
幕
末
、
戸
田
で
起
っ

た
稀
有
な
出
来
事
の
ざ
わ
め
き
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

百
六
十
年
前
、
大
風
に
よ
る
艦
船

の
沈
没
で
半
年
近
く
戸
田
に
逗
留

し
た
ロ
シ
ア
人
も
駿
河
湾
に
浮
か

ぶ
富
士
の
頂
を
眺
め
、
故
国
へ
の

想
い
を
馳
せ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

私
の
頭
の
中
で
主
人
公
と
な
る
好

奇
心
旺
盛
な
村
娘
、
幸
、
女
友
達

の
美
津
、
恋
人
の
ロ
シ
ア
士
官
サ

ー
シ
ャ
、
そ
し
て
当
時
の
戸
田
の

住
民
と
ロ
シ
ア
人
の
交
流
が
映
像

と
し
て
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。
　

民
家
の
軒
先
で
風
に
揺
れ
て
い
る

つ
る
し
雛
に
目
が
止
ま
り
、
題
名

も
自
然
に
浮
か
び
ま
す
。

『
つ
る
し
雛
の
港
』
は
現
在
の
戸

田
の
風
景
の
な
か
、
い
に
し
え
の

残
像
に
導
か
れ
る
ご
と
く
生
ま
れ

た
も
の
で
す
。

本
が
発
行
さ
れ
て
半
年
。

「
戸
田
に
行
っ
て
見
た
い
」

「
ロ
シ
ア
の
黒
船
の
話
は
知
ら
な

か
っ
た
」

「
戸
田
で
病
死
し
た
ロ
シ
ア
人
供

養
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

感
動
」

な
ど
な
ど
、
県
外
か
ら
の
読
者
の

声
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
つ
の
日
か
、
背
景
に
ロ
シ
ア
正

教
の
鐘
の
音
や
聖
歌
が
流
れ
る
幕

末
の
戸
田
を
映
像
で
見
て
み
た
い

も
の
。
ふ
た
つ
の
国
が
最
も
友
好

的
に
交
流
し
た
一
時
期
を
振
り
返

る
よ
す
が
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『
つ
る
し
雛
の
港
』

（
文
芸
社
、
税
込
み
定
価
一
〇
五
〇
円
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
健
診
は
、
検
査
項

目
・
対
象
年
齢
・
補
助
額
・
申
請

方
法
等
が
異
な
り
ま
す
。

　
ご
本
人
用
の
ご
案
内
は
三
月
下

旬
に
、
事
業
所
宛
送
付
し
て
お
り
、

ご
家
族
用
の
ご
案
内
は
四
月
下
旬

に
ご
自
宅
に
送
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

健
診
実
施
期
間

　
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
〜

　
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

問
合
わ
せ
先
　
協
会
け
ん
ぽ
静
岡

支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

電
話
〇
五
四 

二
七
五 

六
六
〇
五

本商工会で商標登録取得TOPIX
〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉

富士山の麓で生産される
お茶をイメージし､主に
海外向けに作りました

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉

平
成
二
十
五
年
度

　協
会
け
ん
ぽ
の
検
診
の
ご
案
内

無
期
労
働
契
約
へ
の

               

転
換
に
つ
い
て

電
話
〇
五
四 

二
五
四 

六
三
五
二

駿
河
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
御
祭
典

『
つ
る
し
雛
の
港
』の
映
像
化
を
！

原
・
浮
島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

　
　
　8
月
3
日
開
催

戸
田
港
ま
つ
り

　
　

  

7
月

　日
開
催

20

 

安
政
の
大
地
震
に
よ
っ
て
戸
田

で
も
多
く
の
死
傷
者
が
発
生
し
、

自
分
の
住
む
家
も
ろ
く
に
な
い
状

態
で
、
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
は

『
貰
う
な
、
や
る
な
、
付
き
合
う

な
』
と
い
う
状
況
で
し
た
。
そ
ん

な
中
、
幕
府
の
命
令
で
言
葉
も
習

慣
も
違
う
約
五
百
人
の
ロ
シ
ア
人

の
お
世
話
を
し
て
、
日
本
で
最
初

の
洋
式
帆
船
・
ヘ
ダ
号
を
わ
ず
か

三
ヶ
月
で
造
り
、
無
事
に
帰
国
さ

せ
ま
し
た
。

　
ヘ
ダ
号
建
造
後
、
船
大
工
・
上

田
寅
吉
は
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
長

崎
の
海
軍
伝
習
所
に
入
り
、
西
周

と
共
に
オ
ラ
ン
ダ
に
四
年
間
留
学
、

帰
国
後
は
横
須
賀
の
海
軍
工
廠
の

工
場
長
に
な
り
ま
し
た
。

　
緒
明
菊
三
郎
は
父
・
嘉
吉
と
共

に
各
藩
に
招
聘
さ
れ
、
東
京
の
お

台
場
に
緒
明
造
船
所
を
興
し
、
日

本
一
の
造
船
海
運
王
と
な
り
、
三

島
の
楽
寿
園
を
買
い
取
り
、
三
島

市
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
帰
国
後
、
多

く
の
日
本
人
漂
流
民
を
助
け
た
こ

と
か
ら
、
明
治
十
四
年
に
外
国
人

で
初
め
て
日
本
政
府
か
ら
最
高
位

の
勲
章
を
頂
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
戸
田
と
ロ
シ
ア
は
、
お

互
い
が
一
番
良
い
関
係
を
築
い
て

い
た
た
め
、
中
尾
さ
ん
の
書
た
本

が
映
像
化
さ
れ
れ
ば
北
方
領
土
の

問
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。

戸
田
文
化
協
会
　

                  

会
長
　
山
口
展
德

こ
う
し
ょ
う

お
　
あ
け

か
　
き
ち
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は
じ
め
ま
し
て
、
平
成
二
十
五

年
度
沼
津
市
商
工
会
青
年
部
の
部

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

山
田
で
す
。

　
私
達
青
年
部
は
、
地
域
の
活
性

化
を
念
頭
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

参
加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
恒
例

の
行
事
が
多
い
中
で
の
活
動
が
主

な
の
で
、
毎
年
積
み
重
ね
て
き
た

経
験
と
反
省
を
活
か
し
、
部
員
一

丸
と
な
り
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
私
が
青
年
部
に
入

部
し
て
か
ら
十
二
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
歴
代
の
部
長
や
先
輩
の
方

か
ら
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
貰
い
、

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
今

年
度
も
社
会
貢
献
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
事
業
を
提
案
し
、

出
来
る
限
り
の
こ
と
を
、
一
年
間

と
短
い
間
で
す
が
実
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
青
年
部
長
　
山
田
聖
継

かんたん記帳講座の様子かんたん記帳講座の様子

商業部会商業部会

工業部会工業部会

建設業関連部会建設業関連部会

観光サービス部会観光サービス部会

部
会
総
会
開
催

―
豆
腐
創
作
料
理「
お
の
久
」に
て
―

　
去
る
四
月
二
十
二
日
（
月
）
六

時
三
十
分
よ
り
出
席
者
二
十
一
名

に
て
通
常
部
員
総
会
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
ご
来
賓
に
大
村
会
長
と

新
任
の
喜
多
事
務
局
長
を
お
迎
え

し
て
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
杉
原
部
長
に
よ
る
議
事
進
行
で

第
一
号
議
案
（
平
成
二
十
四
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
承
認

の
件
）
、
第
二
号
議
案
（
平
成
二

十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
書
決
定
の
件
）
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会
後
の

懇
親
会
は
お
豆
腐
料
理
の
コ
ー
ス

で
す
。
そ
の
美
味
し
さ
に
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
女
性
の
美
し

さ
は
美
味
し
い
も
の
を
食
し
て
い

る
時
が
一
番
輝
い
て
い
る
と
感
じ
、

心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
女
性
部
担
当
の

加
藤
和
美
さ
ん
が
今
年
三
月
末
日

で
退
職
さ
れ
た
の
で
、
長
年
の
感

謝
を
込
め
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
を
語
り
、
懐
か
し
く
も
あ
り

楽
し
く
も
あ
り
、
和
や
か
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
値
段
が
安
く
て
、
操
作
は
と
っ

て
も
か
ん
た
ん
。
会
計
ソ
フ
ト
を

導
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
―

　
四
月
二
十
二
日
、
㈲
テ
ラ
・
テ

ク
ニ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
の
稲
葉
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
標
記
の
講
習
会

が
戸
田
支
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ひ
と
昔
で
あ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
帳
簿
を
作
成
す
る
…
な

ん
て
い
う
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
操
作
も

と
て
も
簡
単
で
、
か
え
っ
て
手
書

き
で
帳
簿
を
つ
け
る
ほ
う
が
大
変

な
く
ら
い
。
今
回
の
講
習
会
を
通

じ
て
参
加
し
た
多
く
の
方
々
の
ハ

ー
ド
ル
が
下
げ
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
の
価
格
は
九
千
円
程
度

で
、
使
い
方
も
と
て
も
簡
単
。
は

じ
め
は
職
員
が
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
か
ら
入
力
ま
で
、
個
別
で

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
操
作
が
不
安
な
方
に
は
、
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
的
な
使
い
方

か
ら
指
導
い
た
し
ま
す
。
導
入
後

も
わ
か
ら
な
い
事
等
が
あ
れ
ば
訪

問
し
て
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
講
習
会
後
は
、
さ
っ
そ
く
多
く

の
ご
相
談
を
い
た
だ
き
、
反
響
は

上
々
。
日
程
の
調
整
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
職
員
が
順
次
導
入
の
指

導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
職
員
に

よ
る
個
別
の
指
導
は
予
約
制
と
な

り
ま
す
。
導
入
を
ご
検
討
の
方
は

ぜ
ひ
一
度
、
商
工
会
ま
で
ご
相
談

下
さ
い
。

　
四
月
十
九
日
、
新
年
度
へ
向
け

た
各
部
会
総
会
が
無
事
終
了
し
、

四
部
会
合
同
の
交
流
会
が
本
所
二

階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

◆
商
業
部
会

　
部
会
総
会
に
お
い
て
、
昨
年
度

の
事
業
報
告
と
、
新
年
度
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
政
権
交
代
が
あ
っ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
経
済
環
境
は
厳
し
く
、

会
員
数
の
減
少
、
ま
た
戸
田
地
区

で
は
街
路
灯
の
維
持
管
理
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛

感
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
計
画
と
し
て
は
、

右
の
課
題
に
対
処
し
て
い
く
ほ
か
、

毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
歳
末

お
買
い
得
商
品
券
の
発
行
、
夏
と

冬
の
大
売
り
出
し
、
祭
典
や
イ
ベ

ン
ト
で
の
出
店
や
、
視
察
研
修
旅

行
等
の
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

 

ま
た
、
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
や

お
茶
料
理
の
さ
ら
な
る
普
及
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、

今
年
度
は
十
一
月
に
裾
野
市
で
全

国
餃
子
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

商
業
部
会
は
、
お
茶
資
源
活
用
部

会
で
取
り
組
ん
で
い
る
生
茶
葉
を

使
っ
た
餃
子
の
出
品
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
工
業
部
会

 
平
成
二
十
五
年
度
の
工
業
部
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
鈴
木
部
会
長

代
行
に
よ
る
挨
拶
、
出
席
者
の
自

己
紹
介
の
後
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
杉
山
部
会
長
の
逝
去
に

伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
鈴
木

部
会
長
代
行
が
部
会
長
に
、
栗
原

幹
事
が
副
部
長
に
推
薦
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
度
事
業
と
し
て
、
六
月
十

五
日
に
開
催
す
る
原
・
戸
田
合
同

の
視
察
研
修
会
に
つ
い
て
、
十
月

の
ふ
る
さ
と
産
業
祭
の
工
業
部
会

展
示
ブ
ー
ス
へ
の
協
力
に
つ
い
て
、

ま
た
、
工
業
部
会
幹
事
の
増
員
に

つ
い
て
も
協
議
し
ま
し
た
。

◆
建
設
業
関
連
部
会

 

昨
年
度
、
建
設
業
関
連
部
会
原

支
所
で
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
祭
に

出
展
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
太
陽
光
発
電
、

大
型
建
設
機
械
の
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
大
工
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、
子
供
を
対
象
に
丸
太

切
り
や
ク
ギ
打
ち
体
験
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
好
評
で
し
た
。

 

本
年
度
は
「
こ
れ
か
ら
の
建
設

業
の
あ
り
方
」
や
「
消
費
税
増
税

対
応
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
講
演
会
終

了
後
に
部
会
員
同
士
の
懇
親
を
深

め
る
た
め
、
交
流
会
も
行
う
計
画

で
す
。

 

原
地
区
は
、
様
々
な
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
活
気
が
あ
る
が
、

戸
田
地
区
は
観
光
客
の
減
少
、
過

疎
化
の
進
行
、
会
員
の
倒
産
、
廃

業
の
増
加
な
ど
課
題
が
多
い
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

◆
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

　
坂
口
副
部
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
中
島
部
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
の
後
、

議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
交
換
の
内
容
は
、
①

新
東
名
駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
に
設
置

さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て

②
戸
田
地
域
の
厳
し
い
観
光
状
況

に
つ
い
て
③
原
・
戸
田
地
域
の
資

　
　
　
　

戸
田
新
青
年
部
長
の
紹
介

原
支
所
女
性
部

　
　通
常
部
員
総
会
報
告

か
ん
た
ん
に
出
来
ち
ゃ
い
ま
す
！

『
会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た

　
　か
ん
た
ん
記
帳
講
座
』開
催

（
前
頁
よ
り
の
続
き
）

源
活
用
に
つ
い
て
話
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
④
合
併
後
五
年
が
経
過
し
、

一
つ
の
節
目
と
し
て
全
会
員
を
対

象
と
し
た
親
睦
旅
行
を
行
う
こ
と

が
提
案
さ
れ
、
一
泊
二
日
で
、
実

施
時
期
、
旅
行
先
は
、
事
務
局
と

役
員
に
て
原
案
を
詰
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
副
部
会
長
の
閉
会
の
挨
拶

に
て
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。

戸田支所
新青年部長
山田 聖継

（
次
頁
4
段
目
に
続
く
）
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は
じ
め
ま
し
て
、
平
成
二
十
五

年
度
沼
津
市
商
工
会
青
年
部
の
部

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

山
田
で
す
。

　
私
達
青
年
部
は
、
地
域
の
活
性

化
を
念
頭
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

参
加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
恒
例

の
行
事
が
多
い
中
で
の
活
動
が
主

な
の
で
、
毎
年
積
み
重
ね
て
き
た

経
験
と
反
省
を
活
か
し
、
部
員
一

丸
と
な
り
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
私
が
青
年
部
に
入

部
し
て
か
ら
十
二
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
歴
代
の
部
長
や
先
輩
の
方

か
ら
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
貰
い
、

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
今

年
度
も
社
会
貢
献
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
事
業
を
提
案
し
、

出
来
る
限
り
の
こ
と
を
、
一
年
間

と
短
い
間
で
す
が
実
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
青
年
部
長
　
山
田
聖
継

かんたん記帳講座の様子かんたん記帳講座の様子

商業部会商業部会

工業部会工業部会

建設業関連部会建設業関連部会

観光サービス部会観光サービス部会

部
会
総
会
開
催

―
豆
腐
創
作
料
理「
お
の
久
」に
て
―

　
去
る
四
月
二
十
二
日
（
月
）
六

時
三
十
分
よ
り
出
席
者
二
十
一
名

に
て
通
常
部
員
総
会
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
ご
来
賓
に
大
村
会
長
と

新
任
の
喜
多
事
務
局
長
を
お
迎
え

し
て
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
杉
原
部
長
に
よ
る
議
事
進
行
で

第
一
号
議
案
（
平
成
二
十
四
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
承
認

の
件
）
、
第
二
号
議
案
（
平
成
二

十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
書
決
定
の
件
）
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会
後
の

懇
親
会
は
お
豆
腐
料
理
の
コ
ー
ス

で
す
。
そ
の
美
味
し
さ
に
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
女
性
の
美
し

さ
は
美
味
し
い
も
の
を
食
し
て
い

る
時
が
一
番
輝
い
て
い
る
と
感
じ
、

心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
女
性
部
担
当
の

加
藤
和
美
さ
ん
が
今
年
三
月
末
日

で
退
職
さ
れ
た
の
で
、
長
年
の
感

謝
を
込
め
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
を
語
り
、
懐
か
し
く
も
あ
り

楽
し
く
も
あ
り
、
和
や
か
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
値
段
が
安
く
て
、
操
作
は
と
っ

て
も
か
ん
た
ん
。
会
計
ソ
フ
ト
を

導
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
―

　
四
月
二
十
二
日
、
㈲
テ
ラ
・
テ

ク
ニ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
の
稲
葉
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
標
記
の
講
習
会

が
戸
田
支
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ひ
と
昔
で
あ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
帳
簿
を
作
成
す
る
…
な

ん
て
い
う
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
操
作
も

と
て
も
簡
単
で
、
か
え
っ
て
手
書

き
で
帳
簿
を
つ
け
る
ほ
う
が
大
変

な
く
ら
い
。
今
回
の
講
習
会
を
通

じ
て
参
加
し
た
多
く
の
方
々
の
ハ

ー
ド
ル
が
下
げ
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
の
価
格
は
九
千
円
程
度

で
、
使
い
方
も
と
て
も
簡
単
。
は

じ
め
は
職
員
が
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
か
ら
入
力
ま
で
、
個
別
で

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
操
作
が
不
安
な
方
に
は
、
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
的
な
使
い
方

か
ら
指
導
い
た
し
ま
す
。
導
入
後

も
わ
か
ら
な
い
事
等
が
あ
れ
ば
訪

問
し
て
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
講
習
会
後
は
、
さ
っ
そ
く
多
く

の
ご
相
談
を
い
た
だ
き
、
反
響
は

上
々
。
日
程
の
調
整
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
職
員
が
順
次
導
入
の
指

導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
職
員
に

よ
る
個
別
の
指
導
は
予
約
制
と
な

り
ま
す
。
導
入
を
ご
検
討
の
方
は

ぜ
ひ
一
度
、
商
工
会
ま
で
ご
相
談

下
さ
い
。

　
四
月
十
九
日
、
新
年
度
へ
向
け

た
各
部
会
総
会
が
無
事
終
了
し
、

四
部
会
合
同
の
交
流
会
が
本
所
二

階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

◆
商
業
部
会

　
部
会
総
会
に
お
い
て
、
昨
年
度

の
事
業
報
告
と
、
新
年
度
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
政
権
交
代
が
あ
っ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
経
済
環
境
は
厳
し
く
、

会
員
数
の
減
少
、
ま
た
戸
田
地
区

で
は
街
路
灯
の
維
持
管
理
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛

感
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
計
画
と
し
て
は
、

右
の
課
題
に
対
処
し
て
い
く
ほ
か
、

毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
歳
末

お
買
い
得
商
品
券
の
発
行
、
夏
と

冬
の
大
売
り
出
し
、
祭
典
や
イ
ベ

ン
ト
で
の
出
店
や
、
視
察
研
修
旅

行
等
の
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

 

ま
た
、
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
や

お
茶
料
理
の
さ
ら
な
る
普
及
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、

今
年
度
は
十
一
月
に
裾
野
市
で
全

国
餃
子
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

商
業
部
会
は
、
お
茶
資
源
活
用
部

会
で
取
り
組
ん
で
い
る
生
茶
葉
を

使
っ
た
餃
子
の
出
品
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
工
業
部
会

 

平
成
二
十
五
年
度
の
工
業
部
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
鈴
木
部
会
長

代
行
に
よ
る
挨
拶
、
出
席
者
の
自

己
紹
介
の
後
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
杉
山
部
会
長
の
逝
去
に

伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
鈴
木

部
会
長
代
行
が
部
会
長
に
、
栗
原

幹
事
が
副
部
長
に
推
薦
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
度
事
業
と
し
て
、
六
月
十

五
日
に
開
催
す
る
原
・
戸
田
合
同

の
視
察
研
修
会
に
つ
い
て
、
十
月

の
ふ
る
さ
と
産
業
祭
の
工
業
部
会

展
示
ブ
ー
ス
へ
の
協
力
に
つ
い
て
、

ま
た
、
工
業
部
会
幹
事
の
増
員
に

つ
い
て
も
協
議
し
ま
し
た
。

◆
建
設
業
関
連
部
会

 

昨
年
度
、
建
設
業
関
連
部
会
原

支
所
で
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
祭
に

出
展
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
太
陽
光
発
電
、

大
型
建
設
機
械
の
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
大
工
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、
子
供
を
対
象
に
丸
太

切
り
や
ク
ギ
打
ち
体
験
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
好
評
で
し
た
。

 

本
年
度
は
「
こ
れ
か
ら
の
建
設

業
の
あ
り
方
」
や
「
消
費
税
増
税

対
応
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
講
演
会
終

了
後
に
部
会
員
同
士
の
懇
親
を
深

め
る
た
め
、
交
流
会
も
行
う
計
画

で
す
。

 

原
地
区
は
、
様
々
な
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
活
気
が
あ
る
が
、

戸
田
地
区
は
観
光
客
の
減
少
、
過

疎
化
の
進
行
、
会
員
の
倒
産
、
廃

業
の
増
加
な
ど
課
題
が
多
い
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

◆
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

　
坂
口
副
部
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
中
島
部
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
の
後
、

議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
交
換
の
内
容
は
、
①

新
東
名
駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
に
設
置

さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て

②
戸
田
地
域
の
厳
し
い
観
光
状
況

に
つ
い
て
③
原
・
戸
田
地
域
の
資

　
　
　
　

戸
田
新
青
年
部
長
の
紹
介

原
支
所
女
性
部

　
　通
常
部
員
総
会
報
告

か
ん
た
ん
に
出
来
ち
ゃ
い
ま
す
！

『
会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た

　
　か
ん
た
ん
記
帳
講
座
』開
催

（
前
頁
よ
り
の
続
き
）

源
活
用
に
つ
い
て
話
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
④
合
併
後
五
年
が
経
過
し
、

一
つ
の
節
目
と
し
て
全
会
員
を
対

象
と
し
た
親
睦
旅
行
を
行
う
こ
と

が
提
案
さ
れ
、
一
泊
二
日
で
、
実

施
時
期
、
旅
行
先
は
、
事
務
局
と

役
員
に
て
原
案
を
詰
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
副
部
会
長
の
閉
会
の
挨
拶

に
て
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。

戸田支所
新青年部長
山田 聖継

（
次
頁
4
段
目
に
続
く
）
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6月の行事予定

 6月15日 工業部視察研修

原支所
 6月  2日 夏まつり第１回全体会議

戸田支所
 ６月1０日 女性部総会・視察研修
 ６月1４日 戸田支部総会

　
先
月
十
五
日
、
原
・
浮
島
地
区

の
連
合
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
委
員
会
、
商
工
会
の
役
員
に

よ
る
夏
ま
つ
り
の
会
議
が
開
催
さ

れ
、
今
年
の
「
第
三
十
六
回
原
・

浮
島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
を
八

月
三
日
（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
六
月

二
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
第
一

回
全
体
会
議
に
向
け
て
、
開
催
内

容
等
を
詰
め
て
い
く
予
定
で
す
。

新
し
い
企
画
も
計
画
さ
れ
て
い
る

の
で
、
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　
戸
田
地
区
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

『
戸
田
港
ま
つ
り
』
が
七
月
二
十

日
（
土
）
に
開
催
決
定
！

　
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
ロ
ー
ド
の
パ
レ

ー
ド
、
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号

の
乗
組
員
の
墓
の
あ
る
宝
泉
寺
で

の
供
養
祭
、
海
上
ダ
ン
ボ
ー
ル
レ

ー
ス
や
郷
土
芸
能
の
ス
テ
ー
ジ
な

ど
、
今
年
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
企

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
海
上
か
ら
打
上
げ
ら
れ
る
花

火
。
花
火
は
無
料
納
涼
船
か
ら
観

覧
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
！

　
協
会
け
ん
ぽ
（
＝
全
国
健
康
保

険
協
会
）
で
は
、
加
入
者
の
健
康

保
持
増
進
の
た
め
に
、
年
度
内
一

回
に
限
り
、
健
康
診
断
【
被
保
険

者
（
ご
本
人
）
に
は
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
、
被
扶
養
者
（
ご
家

族
）
に
は
特
定
健
康
診
査
】
の
費

用
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
、

有
期
労
働
契
約
者
が
五
年
を
超
え

た
場
合
、
無
期
労
働
契
約
へ
転
換

し
ま
す
。
こ
の
「
無
期
労
働
契
約

へ
の
転
換
」
に
係
る
規
定
を
含
め

た
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
が
、
静

岡
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
事
業
所
の
実

情
に
応
じ
た
就
業
規
則
を
作
成
、

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

静
岡
労
働
基
準
部
監
督
課

　
六
月
二
日
（
日
）
に
海
上
山
長

興
寺
で
こ
ん
ぴ
ら
祭
・
赤
ち
ゃ
ん

泣
き
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

泣
き
相
撲
は
金
毘
羅
大
権
現
に
赤

ち
ゃ
ん
の
元
気
な
声
を
聞
い
て
頂

き
、
健
康
・
無
病
を
願
う
行
事
で

す
。
ま
た
、
こ
ん
ぴ
ら
バ
ザ
ー
ル

も
同
時
開
催
し
、
今
年
は
四
月
七

日
に
延
期
と
な
っ
た
稚
児
行
列
も

同
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

中
尾
ち
ゑ
こ

幕
末
日
ロ
交
流
物
語

　
一
昨
年
、
初
め
て
戸
田
を
訪
れ

る
機
会
に
巡
り
合
い
ま
し
た
。

静
岡
県
の
浜
北
出
身
、
東
京
に
就

職
し
、
ロ
シ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ

っ
て
二
十
数
年
。
子
供
の
頃
、
戸

田
と
ロ
シ
ア
の
係
り
を
両
親
か
ら

聞
い
た
覚
え
は
あ
り
ま
し
た
が
、

特
に
関
心
を
抱
く
こ
と
な
く
時
が

過
ぎ
ま
し
た
。

蝉
時
雨
の
宝
泉
寺
で
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
が
使
用
し
た
机
や
椅
子
に
触
れ
、

造
船
郷
土
資
料
博
物
館
で
ロ
シ
ア

水
兵
た
ち
の
遺
品
を
目
に
し
、
洋

船
建
造
の
場
を
案
内
し
て
い
た
だ

く
う
ち
に
、
幕
末
、
戸
田
で
起
っ

た
稀
有
な
出
来
事
の
ざ
わ
め
き
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

百
六
十
年
前
、
大
風
に
よ
る
艦
船

の
沈
没
で
半
年
近
く
戸
田
に
逗
留

し
た
ロ
シ
ア
人
も
駿
河
湾
に
浮
か

ぶ
富
士
の
頂
を
眺
め
、
故
国
へ
の

想
い
を
馳
せ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

私
の
頭
の
中
で
主
人
公
と
な
る
好

奇
心
旺
盛
な
村
娘
、
幸
、
女
友
達

の
美
津
、
恋
人
の
ロ
シ
ア
士
官
サ

ー
シ
ャ
、
そ
し
て
当
時
の
戸
田
の

住
民
と
ロ
シ
ア
人
の
交
流
が
映
像

と
し
て
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。
　

民
家
の
軒
先
で
風
に
揺
れ
て
い
る

つ
る
し
雛
に
目
が
止
ま
り
、
題
名

も
自
然
に
浮
か
び
ま
す
。

『
つ
る
し
雛
の
港
』
は
現
在
の
戸

田
の
風
景
の
な
か
、
い
に
し
え
の

残
像
に
導
か
れ
る
ご
と
く
生
ま
れ

た
も
の
で
す
。

本
が
発
行
さ
れ
て
半
年
。

「
戸
田
に
行
っ
て
見
た
い
」

「
ロ
シ
ア
の
黒
船
の
話
は
知
ら
な

か
っ
た
」

「
戸
田
で
病
死
し
た
ロ
シ
ア
人
供

養
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

感
動
」

な
ど
な
ど
、
県
外
か
ら
の
読
者
の

声
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
つ
の
日
か
、
背
景
に
ロ
シ
ア
正

教
の
鐘
の
音
や
聖
歌
が
流
れ
る
幕

末
の
戸
田
を
映
像
で
見
て
み
た
い

も
の
。
ふ
た
つ
の
国
が
最
も
友
好

的
に
交
流
し
た
一
時
期
を
振
り
返

る
よ
す
が
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『
つ
る
し
雛
の
港
』

（
文
芸
社
、
税
込
み
定
価
一
〇
五
〇
円
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
健
診
は
、
検
査
項

目
・
対
象
年
齢
・
補
助
額
・
申
請

方
法
等
が
異
な
り
ま
す
。

　
ご
本
人
用
の
ご
案
内
は
三
月
下

旬
に
、
事
業
所
宛
送
付
し
て
お
り
、

ご
家
族
用
の
ご
案
内
は
四
月
下
旬

に
ご
自
宅
に
送
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

健
診
実
施
期
間

　
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
〜

　
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

問
合
わ
せ
先
　
協
会
け
ん
ぽ
静
岡

支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

電
話
〇
五
四 

二
七
五 

六
六
〇
五

本商工会で商標登録取得TOPIX
〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉

富士山の麓で生産される
お茶をイメージし､主に
海外向けに作りました

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉

平
成
二
十
五
年
度

　協
会
け
ん
ぽ
の
検
診
の
ご
案
内

無
期
労
働
契
約
へ
の

               

転
換
に
つ
い
て

電
話
〇
五
四 

二
五
四 

六
三
五
二

駿
河
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
御
祭
典

『
つ
る
し
雛
の
港
』の
映
像
化
を
！

原
・
浮
島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

　
　
　8
月
3
日
開
催

戸
田
港
ま
つ
り

　
　

  
7
月

　日
開
催

20

 

安
政
の
大
地
震
に
よ
っ
て
戸
田

で
も
多
く
の
死
傷
者
が
発
生
し
、

自
分
の
住
む
家
も
ろ
く
に
な
い
状

態
で
、
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
は

『
貰
う
な
、
や
る
な
、
付
き
合
う

な
』
と
い
う
状
況
で
し
た
。
そ
ん

な
中
、
幕
府
の
命
令
で
言
葉
も
習

慣
も
違
う
約
五
百
人
の
ロ
シ
ア
人

の
お
世
話
を
し
て
、
日
本
で
最
初

の
洋
式
帆
船
・
ヘ
ダ
号
を
わ
ず
か

三
ヶ
月
で
造
り
、
無
事
に
帰
国
さ

せ
ま
し
た
。

　
ヘ
ダ
号
建
造
後
、
船
大
工
・
上

田
寅
吉
は
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
長

崎
の
海
軍
伝
習
所
に
入
り
、
西
周

と
共
に
オ
ラ
ン
ダ
に
四
年
間
留
学
、

帰
国
後
は
横
須
賀
の
海
軍
工
廠
の

工
場
長
に
な
り
ま
し
た
。

　
緒
明
菊
三
郎
は
父
・
嘉
吉
と
共

に
各
藩
に
招
聘
さ
れ
、
東
京
の
お

台
場
に
緒
明
造
船
所
を
興
し
、
日

本
一
の
造
船
海
運
王
と
な
り
、
三

島
の
楽
寿
園
を
買
い
取
り
、
三
島

市
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
帰
国
後
、
多

く
の
日
本
人
漂
流
民
を
助
け
た
こ

と
か
ら
、
明
治
十
四
年
に
外
国
人

で
初
め
て
日
本
政
府
か
ら
最
高
位

の
勲
章
を
頂
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
戸
田
と
ロ
シ
ア
は
、
お

互
い
が
一
番
良
い
関
係
を
築
い
て

い
た
た
め
、
中
尾
さ
ん
の
書
た
本

が
映
像
化
さ
れ
れ
ば
北
方
領
土
の

問
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。

戸
田
文
化
協
会
　

                  

会
長
　
山
口
展
德

こ
う
し
ょ
う

お
　
あ
け

か
　
き
ち


